
▲ 除雪機械展示 ▲

▲ 和太鼓の演奏 ▲

■後世に残したい貴重な財産

銚子大滝

石ヶ戸

■渓流に並行する国道の利活用について考える
～奥入瀬渓流利活用検討委員会開催状況～

■より快適に安全に
訪問できるように・・・

～奥入瀬（青橅山）バイパスの建設中～

奥入瀬渓流区間は多くの自動車が通行しており、
歩行者や自転車利用者の安全性が脅かされたり、自
動車の走行音により奥入瀬渓流の『音』が楽しめない
状況が見られます。

今回「せせらぎの音」等の自然音がどのくらい阻
害されているのか？奥入瀬渓流を取り巻く全ての
『音』について人がどのように感じるか？を把握する
ため、地元の方々にも参加いただき「音環境調査」を
実施しました。（調査の内容は以下のとおり）

渋滞状況

千筋の滝

機械による支配音識別調査

地元の方々による聴感記述調査

「聴感記述調査」に参加した
十和田市 太田明良さん
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まもりたい、 

奥入瀬の音風景

奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト実施 

奥入瀬渓流奥 入 瀬 渓 流

青森河川国道ニュース 魅せる化プロジェクト

８.2５～２６ 

平成３０年9月１０日 
  第 ５３３号 

通行自粛のご協力ありがとうございました 
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奥入瀬渓流区間は多くの自動車が通行してお
り、歩行者や自転車利用者の安全性が脅かされ
たり、自動車の走行音により奥入瀬渓流の
『音』が楽しめない状況が見られます。
今回の同プロジェクトをきっかけに、より多

くの方が『奥入瀬渓流が後世に守り伝えていか
なければならない国民共有の財産』であること
に対して、更に関心を持っていただければ幸い
です。

８月2５日（土）と２６（日）の２日間、せせらぎの音などの「自然の音」を徒歩やレンタサイクル、
シャトルバスで渓流を散策する事で奥入瀬渓流本来の自然を楽しんでいただきたいという本プロジェク
トの主旨のもと、10:00～1４:00に国道102号奥入瀬渓流区間（惣部交差点～子ノ口交差点）を通行
する車両に対して広域迂回や通行自粛といった、「自発的な協力のお願い」を実施し、賛同いただいた
３７０名の方々が“青森県が世界に誇る至高空間”奥入瀬渓流の魅力を堪能しました。 
 当日は地元「十和田西高等学校」の生徒と「ＮＰＯ法人十和田奥入瀬郷づくり大学」のメンバーがボ
ランティアガイドとして、ご協力いただきました。 
 参加者は「流れの名所体感コース」は十和田西高生のガイドで石ケ戸から雲井の滝までを散策し、
「滝体感コース」は十和田奥入瀬郷づくり大学さんのガイドで子の口から雲井の流れまでの散策し、せ
せらぎや鳥、虫の声などを堪能しました。 

十和田西高校の生徒による 
ボランティアガイド 

ＮＰＯ法人十和田奥入瀬郷づくり大学の
メンバーによるボランティアガイド 
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渋滞状況 

阿修羅の流れ 

千筋の滝 

地元の方々による聴感記述調査 

「聴感記述調査」に参加した 
十和田市 太田明良さん 

パネル展 

（調査第二課） 
音調査者写真 

十和田西校生 
コメント・集合写真 
（コメント調査第二課） 

 『車が通ると排気ガスが出てしまうので、それから自然を守ることとなるこのプロジェクトはす
ごくいいと思います。自分たちも安心してガイドができますし、観光客の方にもゆっくり見てもらう
ことができます。』 

 『新聞で知り、スケッチをしようと参加しました。 
車が走っていると落ち着かず、ゆったり散策も出来
ないですが、今日はゆったりと、写真ではなくスケッ
チとして記録しようと思っています。』 

八戸市より 
参加された三浦様より 

十和田西
高生の

声 参加者の

声 

    「渓流沿いは涼しくて、川の音もよく聞こえたので、心地が良かった」 
                             （東京都より観光で来られた方より） 
「原生林的な自然が魅力的なので、本来の自然が楽しめる今回の企画はすばらしいと思う。静かな奥入瀬
渓流を歩くことができて、リフレッシュができました。」 
                             （岩手県より観光で来られた方より） 

参加者の

声 
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その他、多くの方々が本プロジェクトの趣旨に賛同いただき参加されました 

ボランティアガイドを務めた十和田西高生徒の皆さん 参加者受付状況 
リストバンドと奥入瀬源流水をプレゼント 

車両の通行自粛を呼びかけながらウォーキング 
8月25日（土） 

車いすの方に車の少ない状態での奥入瀬渓流散
策の取り組み       8月26日（日） 
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渋滞状況 

阿修羅の流れ 

千筋の滝 

地元の方々による聴感記述調査 

 事前にご協力の賛同をいただいておりました上記企業の皆様方、及び 

当日ご協力いただきました企業の皆様方、大変ありがとうございました。 

～迂回通行へのご協力ありがとうございました～ 

3/3 

カメイ物流サービス株式会社青森営業所 

大日運送株式会社 

株式会社木村工業 

株式会社エスディハチカン 

有限会社菱倉運輸 

青森通運株式会社 

有限会社中央貨物 

株式会社東通運輸 

大丸運輸株式会社八戸営業所 

中長運送株式会社 

徳差運輸有限会社 

有限会社柴谷運送 

有限会社松江造花仏壇店 

有限会社山田運輸 

共栄陸運株式会社青森営業所 

                   全15社 

http://oirase-seseragi.com/

